
地

球

み
ろ
0
滋
後
11
度
丑
街
が
凡
て
光
突
放
に
統

一
せ
ら
れ
て
み
ろ
G
riL
､
時

節
柄
蜜
柑
粁
柿
で
み
ろ
が
ー
錬
山
な
.P,)で
蟹
馳
訊
桝
か
把
-
呼
や
､
縫
雑

の
報
告
藩
邸
に
は
多
-
松
川
G
l界
位
で
靴
概
し
て
あ
る
か
ら
､
米
銀
法
に

盤

叫
す
る
造
､
過
綬
時
代
TJ
兄
倣
し
常
分
の
間
瀬
療
法
の
数
畳
の
下
に
給

紙
か
附
し
ー
徒
躯
相
川
の
即

位

_こ
依
る
数
敦
な
F
=
入
し
て
荘
t･J
は
如
何
の

も
り
11
や
ー併
し

曲も暦の
場
令
tJ
同
株
で
~懲
単
位
の
数
且温
和

7
切
記
入

ぜ
氾
方
が
凍
爽
放
り
境
地
私
促
進
す
る
紺
だ
か
ら
~
北
ハtユ
断
然
属
さ
ぬ
方

針
だ
TJ
云
は
る
れ
ば

二
百
も
な
い
.
(
水
石
生
)

○
太

田

苦

岡

村

誌

岡
山
恨
赤

磐

耶
千
璽

静
常
拓
等
小
峯
佼
桐
糊

岡
山
臓
赤
磐
郡
大
望

口
岡
締
付
け
首
は
蒔
卸
耶
沙
石
郷
TJ
い
び
備
前
で

庇
も
甘

い
刀
鍛
冶
の
ゐ
六
場
所
で
ー
今
は
山
陽
線
鶴
富
滞
り
あ
る
僻
で
あ

る
O
本
桐
-ェ
同
村
の
光
水
誠

丁
氏
が
指
据
三
年
蝕
み
放
し
て
編
苗
ぜ
ろ
桝

に
係
り
､
茄
版
四
〇
六
耳
､
色
仙
地
尉

一
発
珂
細
腕
廿

7
柴
､
組
諭
の
第

7
沿
革
の
郡
代
打

切
､
膝
並
ー
蘇
跡
､
忠
岡
釦
エ
ー
城
北
ー
戦
跡
の
猶
革

み
分
ち
､
降
っ
て
鰐
二
現
代
に
入
り
地
租
政
治
鐘
弟
尭
油
紙
滞
兵
鮮
教
育

宗
致
及
靴
等
固
悦
等
望

串
か
分
ち
妃
に
大
字
諒
に
各
大
字
の
的
中
批
奇
功

端
人
佃
文
漆
確
り
諮
紺
払
超
か
て
評
越
し
て
ゐ
る
｡
備
前
焼
り
鞠
雅
号
備

前
刀
1,
_ユ
有
名
な
地
方
工
業
で
膏
岡
附
妃
に
は
そ
の
虎
も
甘
い
追
跡
を
存

し
､
奈
良
北
大
寺
の
試
み
煩

い
i
i詫
跡
や
刀
鍛
冶
の
銃
弾
が
墓
見
せ
ら
れ

i1
報
告
が
め
り
ー
且
つ
多
数
の
古
墳
の
開

発

啓
も
あ
り
･､名

_三
村
誰
で
み
ろ

が
備
前
の
石
誰
幡
代
か
ら
現
今
ま
で
の
文
化
ら
変
揺
雄
途
の
縮
刷
私
此
蝕

に
見
ろ
の
は
頗
る
田
白
い
｡
就
ホ
氏
が
箔
塾
の
人
で
永
山
卯
三
郎
氏
の
指

呼
り
下
に
此
り
如
-
柑
誌
1,
し
て
摸
純
的
り
大
作
か
完
成
さ
れ
た
の
は
大

に
抑
奨
せ
れ
ば
な
ら
ぬ
｡
自
分
代
価
前
鍛
冶
で
最
も
甘
い
も
切
払
馬
則
tJ

第
三
各

界
六
耽

孟

桝

汎

米

苛

へ
た
が
､
此
り
電
払
拭
ん
で
初
め
て
そ
り
住
所
が
或
は
沙
石
郷
な
ら
ん

4･,
G
l暗
示
み
絡
L
iの
で
隠
新
和
蹄
試
し
て
僻
前
場
沙
石
億
停
囚
臣
馬
則
モ

刻
ん
だ
の
み
尊
兄
L
た
り
t･J_愉
快
で
あ
っ
ii
｡
氏
_‡
長
船
鍛
冶
は
此
虞
か

ら
移
住
L
i
i
亡
考

へ
ら
れ
i1
が
､
憎
む
ら
-
_‡
稲
岡
長
船
品
田
曽
井
の
諸

邑
に
本
誌
に
B
i敢
す
る
訓
壁
が
な
い
6
1で
未
だ
そ
り
況
委
分
派
の
詳
細-
ね

知
る
こ
1,
が
的
衆
の
O
抑
図
銘
炭
範
打
印
刷
共
に
鮮
明
葵
鵬
で
内
容
の
盟

74;:=
な
る
に
譲
ら
ぬ
の
は
地
方
誌
中
り
川
色
の
剛
で
み
ろ
｡
発
行
所
は
千
株

高
等
小
域
投
組
合
で
翁
兜
約
五
脚
で
殉
本
を
希
望
額
に
伐
つ
?,
い
ふ
｡
(
T

0
)

質

疑

腰

答

-1一t.-∃

一｢1..-I.∃

'1.∃

l一▼ー

開

現
今
世
界
に
於
け
る
小
夢
の
島
欝
泡
る
生
農
地
と
其
滑
党
地
ミ
私
知

り
iI
L
0

答

小
穿
ー‡
世
界
的
の
散
仲
で
米
田
爾
半
球
で
暖
肝
及
.F出
熱
櫛
に
放
っ
て

-
般
に
耕
作
ぜ
ら
れ
る
が
､
J
Jの
柄
物
は
宜
糊
の
拓
甑
}J
､
多
雨
で
な
く

?J
も
混
成
6
1降
雨
盤
が
あ
る
の
ね
好
み
肥
沃
の
土
塊
な
す
-
､
絶
っ
て
以

上
の
地
轡
の
中
で
低
平
な
る
押
掛
平
野
に
光
も
多
-
耕
作
せ
ら
れ
､
南
岸

の
黒
土
研
｡
喚
向
地
方
ダ
ニ
ユ
ー
ブ
流
域
及
南
ア
メ
P
カ
の
肺
ぜ
て
ゐ
な

い
ス
テ
･h
プ
の
地
域
の
如
与
は
革
ま
な
産
地
で
あ
る
ー
荘
_こ
之
み
紳
祝
す

れ
ば
駕
大
陸
で
の
小
穿
耕
地
は
大
西
洋
梓
よ
り
太
平
洋
梓
に
遜
り
唆
轡
の

地
域
私
し
め
欧
洲
で
俳
図
か
ら
地
中
総
枠
の
敵
国
､
匂
牙
利
､
南
ろ
し
や

等
が
ま
産
地
で
狩
洩
り
如
4
,は
南
西
部
に
取
り
て
H
凍
る
､
誠
柵
孤
で
は



小
血
紳
並
､
北
印
産
ー
北
支
那
､
日
本
､
溺
洲
か
ら
南
部
シ
'･(

-
ア
､
中

央
ア
ジ
ア
の
砂
淡
地
の
南
側
に
分
布
L
､
娘
侭
の
北
tJ
田
に
於

て
人
口
稀

呼
な
尉
大
農
場
が
お
ろ
､
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
ブ
ル
ガ
リ
ア

人
及
>h
I
マ
ニ
ア

入
代
就
中
小
参
り
僻
等
な
栽
培
民
族
で
=
の
二
二陶
こ
そ
欧
洲

穀

倉

の

柄

み

-
-
ろ
本
場
で
あ
る
､
仰
困
り
+,,せ
HYJ小
歩
の
地
産
街
り
上
か
ら
_ユ
欧
洲

第
二
位
の
高
座
に
周
る
け
れ
8,,)も
棟
内
附
饗
1%
充
tiで
吐
け
で
相
帯
千
の

輸
入
み
仰
ぐ
状
癌
で
あ
る
｡

新
大
陸
で
は
合
鍵
閥
の
北
部
亡
加
奈
陀
S
t岡
部
に
小
容
滞
ミ
桝
で
.(
rq,

地
域
が
み
ろ
､
大
棚
地
方
ミ
ロ
ツ
一キ
ー
1)
の
中
岡
の
中
野
が
そ
れ
で
食
衆

問
北
部
り
プ
レ

p
-
地
方
か
ら
カ
ナ
ダ
の
サ
ヰ
こ
ペ
グ
が
地
方

へ
か
け
て

餅
大
赦
辿
り
小

歩

州
が
あ
る
-
=
り
閑
閥
の
中
で
加

奈
陀
th
疎
'1

人
ロ
が

蹄
緋
で
あ
る
か
ら
､
共
産
は
_
i

す

べ
て
輸
出
に
供
せ
ら
れ
て
牡
非
へ
の
数

分
ミ
な
っ
て
ゐ
る
､
令
衆
鯛
で
は
大
棚
地
方
の
耐
力
ン
サ
ス
か
ら
大
西
洋

梓

へ
か
け
て
滑

1
櫛
の
小
穿
耕
作
笹
城
が
あ
る
､
南
平
球
で
は
南
東
深
洲

及
阿
粕
利
加
の
固
相
蹄
組
以
南
及
南
盤
に
小
藤
の
耕
作
地
が
あ
る
J.
濠
洲

で
は
金
耕
地
り
八
十
六
%
か
小
歩
に
供
す
る
故
共
産
川
物

_ェ
串
電
及
金
モ

非
_こ
飾

1
位
の
輸
出
品
で
あ
り
~
両
雄
で
は
仲
に
ア
>.
セ
ン
チ
ン
6
1パ
ン

パ
の
中
野
の
産
川
か
湘
yu
5;1
ば
な
ら
ぬ
慧
L
南
北
ラ
ブ

LT･タ
河
口
の
西
及

パ
ラ
か
ヱ
-
岡
部
は
玉
勤
番
6
1生
産
地
で
あ
る
が
､
こ
の
玉
現
務
の
耕
地

み
め
ぐ
っ
て
小
歩
の
瑞
批
耕
地
櫛
が
わ
あ
｡

か
や
う
ドニ
小
奔
_‡
仝
世
射
り
剃
作
物
で
あ
る
か
ら
穀
類
耕
作
研
和
り
四

分

7
以

上
_ユ
す
べ
て
小
歩
の
馬
め
に
用
ひ
ら
れ
ー
其
産
川
額
も
株
券
に
三

倍
し
年
街
約

一
倍
噺
?,糾
せ
ら
れ
る
､
か
や
-
に
小
参
り
剃
地
が
験
い
故

に
世
鼎
り
各
幽
戊
托

､
いづ
れ
も
小
葬
り
附

駅
替
で
あ
る
が
､
礁
愉
練
歩

雑

報

和
博
食
tJ
L
i1閲
民
も
近
束
は
小
歩
の
粗
包
み
食
ふ
の
で
簿
罪
も
将
加
L

光
り
､
虎

紀
州
十
年
間
に
壮
鼎
の
小
歩
Q
溌
研
け
二
倍
す
る
や
-
に
な
つ

七
､
号
=
で
壮
鼎
的
に
小
歩
み
輸
川
す
る
樹
は
何
桝
か
tJ
い
へ
ば
､
戦
前

に
は
兜
図
､
窟
図
､
加
奈
柑
J.
ア
か
セ
ン
チ
ン
､
>A
I
マ
ニ
ア
､塊
地
利
､

英
碩
印
度
の
団
々
で
あ
っ
iIiの
で
あ

る
が
､
職
御
中

に
俳

図

､
伊
大
利
､

ル
ー
マ
ニ
ア
の
如
与
陶
の
中
野
が
幣
さ
れ
i
Lii
め
に
ー
耕
地
間
桁
が
減
少

し

職

級

の
恢
松
川
姫
な
い
の
せ
同
時
ーこ
､
職
車
中
解
糖
晶
ま
し
て
の
籍
が

が
勃
興
L
ii
i
1め
に
､
凍
糊
､
加
奈
相
の
外
に
ア
〃
セ
ン
チ
ン
､
オ
ウ
ス

･1
17
リ
ア
等
の
渡
川
樹
が
轡
L
-
撞
珂
し
て

氷
i1
の
で
あ
っ
た
､
さ
て
こ

れ
ら
の
諦
図
り
産
出
私
治
世
で
右
図
は
放
洲
に
於
げ
ろ
虫
礎
な
る
エ
光
臨

で
'
就
中
英
囲
む
其
欝
ミ
し
欄
泡
立
l1
つ
ぎ
､
白
井
鶴
､
仰
図
1
伊
太
利

等
之
に
つ
ぐ
の
舵
で
あ
る
､
盤
に
戦
術
茄
か
年
間
の
平
均
の
各
国
別
輸
出

毅
せ
輸
入
寂
tJ
私
轟
げ
ろ
か
ら
こ
れ
に
ょ
つ
て
問
題
に
射
す
島
野
払
拭
静

白
か
ら
作
-
つ
て
項
与
た
い
O

愉

出

図

ロ

シ

ア

ア
>～
セ

ン
チ
ン

食

衆

囲

ル
ー

マ
T.r
ア

カ

ナ

ダ

汝

洲

苑

硯

印

戊

ブ
ル
ガ
リ
7

7

か
セ
¶
ア

昭

四
､四
}:態

､iJ;O
C
)

こ
､
ニ
充
当
0
0
0

二
､九
TO
､jlrJ
O

l'四
六
7コ
0

0

二
､五
八
〇
､
五
O
O

l
P
四
専
コ
O
D

I,三m九
､セ
O
U

二
八
七
､11.D
U

小繋

､六
O
O

輸
入
樹

英

図

揃

洩

白

井

韻

俳

麟

伊

太

利

和

甜

丁

抹

瑞

土

塊

旬

拘

宗

鑑

h

〟

噸

五
､八
八
l､火0
0

7
,八
五
九
､九
D
/a

7
,三
凹
脚
､
70
0

7
､
六
雪
七
0
0

1
､臨
四
八
｣
7XjO

hJ
九
八
1
7
0
0

]
火
雪
穴
,3
0

四
1
0
､六
一UO

二
八
雪
O
OO

八
七



鞄

チ

ュ

ニ

ス

チ

-

ニ
ウ
汐
1
ラ

ン
ド

食

計

球
二
〇
ー三
=
○

那

戚

撃
r
凹
0
〇

四

妊

牙

一T(ーニ
u
O

瑞

兆

二
ハ､九

大11コ
100
塊

及

日

本

合

計

九
六
㌧四
O
O

T
六
八
,iハC
)0

7九
7,心
0
0

.717雪

穴OO

二
〇
､六
O
r3

三
'九
六
六'八
〇
〇

序
-こ
叔
近
り
光
鞠
腿
雅
省
り
嗣
蜜
に
よ
れ
tで

叫
九
二
三
年
中
仝
欧
洲
り
輸

入
せ
る
数
丑
は
小
歩
五
億
三
千
首
六
十

一
哉
八
千
ブ
タ
も
>̂
で
欧
洲
･S
外

の
各
組
の
小
歩
輸
入
糖
は
伐
に
一
億
五
千
解
ブ
タ
セ
>.

に
渦

Lt,bT･5
い
ミ
い

ふ
串
で
あ
る
廿
ら
､
胎
教
図
_ェ
前
掲
の
諦
絢
で
わ
-

言

今
も
軽
化
が
な

い
､
し
か
し
て
盈
串
各
樹
へ
の
供
給
図
-ユ
深
閑
を
除
い
て
左
の
加
-
凡
｣''

七
筒
鯨
ブ
タ
セ
ル
の
杓
出
力
が
わ
あ
ー(
丁
空

一四
年
虎
の
見
込
敬
)(
畢
位

千
ア
ク
セ
ル
)

光

圃

加

奈

陀

ア
ル

セ
ン
チ

ン

･:‥..!J.

州

英

領

印

度

北
ハ

仙

合

計

二
二
五
､

〇
〇
〇
乃
至
二
〇
〇
､

0
0
0
-

7
九
〇
.
〇
〇
〇
乃
至

一
七
〇
~
〇
〇
〇

一
五
〇
､

0
0
0
乃
聖

二
ニ
〇
､
0
0
〇

八

兼
､

C
O
O
乃
窒

七

五
ー
〇
〇
〇

三
五
､
C
O
U
乃
至

二
五
､

0
0
0

二

〇
t

O
UO乃
宝

l
O
t

〇
〇
〇

七

U
五
､0
0
0
乃
至
六

1
0
､0
0
∪(聯悶
)

開

発
山
に
闘
軒
昂
注
意
事
項

(
兵
原
､
締
旧
姓
)

答

森
林
-こ
破
け
ろ
ゝ
山
､
山方
石
鰐
川
溺
石
多
rqJ山
､
窒
振
氷
河
の
あ
る

節
三
番

第
六
幼

墓

穴

凡
<

よ
っ
て
挽
碍
品
ね
輿
に
す
る
O
今
J.
!
般
登
山
潜
が
日
本
ア
ル
プ
ス
穐
座

り
山
に
登
る
tJ
し
て
の
概
略
り
牲
窓
を
犯
し
､
あ
そ

は
参
考
膏
に
抜
為
｡

1
,
服
柴
=
計
襟
洋
服
､
其
大
小
袖
衣
､
電
枇
鷹
番
､
其
大
小
ガ
か
ン
下
(
凡

て
電
靴
物
が
よ
し
)､
胸
神
(
巻
ゲ
ー
ト
ル
は
宜
し
-
な
い
)息
打
帽
子
､

防
琴
典
は
各
Tの
外
番
叉
_ユ
冬
シ
ャ
ツ
､

雨
具
は
防
水
外
資
､
盤
`
御
荘

等
､
履
物
は‡
草
牡
､
足
曲
｡

二
.
食
料
=
日
本
ア
ル

プ
ス
な
ら
ば
晩
田漁
り
も
G
lti
山
中
の
小
魚
にこ
覚
っ

て
あ
る
.J
副
食
物
言

し
て
腐
敗
6
1恐
な
JT,噌
好
品
私
物
舘
ぜ
ば
よ
い
｡

柑
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